
ぶどうの トンネル栽培における通気性殺覆資材利用について

(田試 大 迫試験地)

1、背景とねらい

ぶどうの生産安定、品質向上をはかるため、現在ビこ―ルフィルム被覆によるトンネル栽増が行われているが、

最夏期 (7月 下～8月 下旬)ltト ンネル内が高温となるため、着色不良、熱期遅に等品質上問題があった。
このためビニールフィルムに替わる通気性を持つ資材の利用が高温障害防止に有効と考えられ、検討した結果、

便れた効果が見られたので参考に供する。

2、技術の内容

(1)通 気性枚覆資材ワリフおよびベルツ…Ⅲは着色や熟期の遅になど高温障害がなく、晩腐病の防除効果はビユー

ルフィルム枚積と同様である。

(2)被 覆時期性5月上旬とし除去は収模後とする。

こ、指導上の留意点

(1)ピ ニールフィルムに比較じ丈夫で汚れも少ない。このため3～ 4年 間使用できるので、取 りはずした後住丁寧
に新たたみ保管する.

4、 参考文献

(1)岩 手県目芸試験拐果樹試験成績書 (大迫試験地成績) 昭 和 60～ 同 61年

5、 試験歳績のほ要

(1)供 試悩   キ ャンベルアーリー 16年 生 (昭和 61年 )               |

(2)供 試資材の種類と特性

資材名
特  政

防雨募粥 進光率労
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ワリフH S ttW、ベルツーキ950N等 は、十分廷伸強化 した高を度ポリエチレンフィルムに畑かなヨれ日を

入れて配線終にしたものを農検に逮焼的に積層熱は者 して作られた不織お.

(3)ト ンネル内平均気温

高温に経過 した昭和 80年 8月 では、ビニール くに比較 して 2～ 3・C高 めてワリフは無被寝区より0,5・ C前

後ベルツーキは 1・C前 後低めに経過する等ビニール被覆区より3～ 4・Cに く推移 した.
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表-1 被 覆資材別停書果粒の発生状況 (昭和 60年 )

晩店痛 裂 果  サ ピ果 未 お色果 日 焼け果 ☆ 変落葉

発病度 発 病度 発 痛反  発 痛度  発 痛度  残 病度
リフH S  t t W

ル ツーキ95 0 N

通 ビニール

被 頑

(4)被 覆資材別障害発生程度

昭和60年 は、夏期にかなり高温少雨に経過し、ビニール区で高温障害が多桑したが通気性被覆資材区では少
なかった。晩腐病は、発生が見られず効果の確認はできなかった。 (衰-1)
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昭和 61年 は7月 がやや低とで多雨、8月 が平年並みの気温で少雨に経過し、ビニール区の高温障害は 60年

より少なかったが未着色果の発生で、通気性秋覆資材区が優った。晩腐病の発生は露地区で並に対しビニール区

通気性被覆資材区では殆ど発生が見られなかった。 (表-2)

表-2 被 覆資材別障害果社の発生状況 (昭和 61年 )

資材名
晩店病  未 オ色果  日 焼け果  黄 変落葉

発病皮   発 痛皮   発 病皮   発 病皮

ワリフH S  t t W

ベルツーキ95 0 N

普通 ビニール

焦  被  配

0 。5       2 , 0        0 . 8       1 0 . 2

0         2 . 0        1 . 0        6 . 6

0        6 . 3        0 。3       1 2 . 0

7 . 5       0 3 5        0 . 5        5 . 6

注)裂 果、サ ピ果は全区で見 られなかった。

表-3 被 覆資材別着色状況 (昭和 61年 ) 表-4 被 覆資材別果実品質 (昭和 61年 )
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分析来実は 9月 2 2日収ほ

生 (粛 )度  =

】X i N i X l o o

5 X N

= 0、 I ,  3、 5

昭 61年 の資材別着色状況と果実品質から通気性被覆資材区は、ビニール区より着色が優り増度が同等の結果
であった.

牟考資料

1.資 材の価格

被E資 材名 価格  使 用年数
単年度当リ

価格

ワリフH  S  t t W  1 0 0 日X l . 3 ●

ベルツ=キ 9 5 0 N  1 0 0 8 X 2 . 0日

ポ リエテ レン   1 0 0 B  X  2 . 1 日

ピユール      1 0 0 8 X 2 . O B

15,000円   3～ 4年   3,750～ 5,000円

30,000円   4～ 5年   6,000～ 7,500円

5 , 0 0 0円  1年     5 1 0 0 0円

12,200日   1年      12,200円

現状はピニール、ポ リエチレンが一般に普及,

貴変および落葉想皮 相数 ( 1 ) 房当 り障害暴泣数 指数 (工)
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０
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